
クリニカルパスの作り方	

西3階病棟　福永　聡	



クリニカルパス業務画面	

①クリニカルパス業務	

②パステンプレートメンテ	



パステンプレート管理画面	

診療科もしくは
部署を選択する	

パスを編集する場合
→編集するパスを上
記から選択	

新たにパスを作成する場合
→左クリックで「新規作成」を

選択	



管理情報画面	

作成するクリニカルパスの名前や
コード、適応、除外基準などを入力	
→基本的に医師が入力する	

ここをクリックすると管理情報
画面を隠すことができる	



アウトカムの設定	

クリティカルインディゲーター	
→特に治療経過に重大な影響を与える

可能性のあるアウトカム	

アウトカム	
→ある期間内に達成されるべき目標	

基本的に医師
が設定するが、
看護師の視点
からも見直す	



アウトカムの編集	

右クリック	

クリック	

必要なアウトカムを
選択する	



アウトカムの編集	

クリックして評価の
タイミングを設定	



看護オーダーの入力	

右クリック→「計画の追加/編集/削除」	
→「計画の追加」	



看護オーダーの入力	



開始オフセット	

看護オーダーをいつ
から開始するか	

「基準日」を選択	



開始オフセット	

「絶対」を選択	

「基準日」から何日後
から開始するか	

右クリックした所が
「基準日」となる	



開始オフセット	

開始する時間を設定	



終了オフセット	

「基準日」を選択	

看護オーダーをいつ
終了させるか	



終了オフセット	

「絶対」を選択	

「基準日」から何日後
に終了させるか	



終了オフセット	

終了させる時間
を設定	



看護オーダー入力完了	



看護オーダー入力時の注意点	

看護オーダーのつなぎ目
に注意する	

同じ看護
オーダーが
重ならない
ように！	



簡易実施項目の入力	

右クリック	

簡易実施項目の編集	

簡易実施項目
を入力	

複数の項目を入力
する場合は「追加」
をクリック	



簡易実施項目の入力	

薄い字で表示
される	

簡易実施項目は
「日めくり」のタスク
欄に表示される	



患者用パスの作成	

医療者用パスに
沿ってズレがな
いように記入	



パスの活用について	

1.  処置や処方のもれを防ぐ	

CARTパス	
濾過濃縮腹水作成用の
薬剤の請求が必要	



パスの活用について	

1.  処置や処方のもれを防ぐ	

化学療法パス	
催吐予防のためのステロイド
の処方もれを防ぐ	

セット処方
の代用	



パスの活用について	

2.  スタッフへの教育	

それぞれの化学療法に合わ
せた観察項目と手順や指導
内容などを入力している	

観察やケア、手技
の統一につながる	



看護パスについて	

•  入院時のカルテ業務	
– データベース	
– 看護オーダー	
– 看護計画立案	
– リスク評価	
– DPC入力	
– 看護必要度	



看護パスについて	

精神的・身体的苦痛
に対するアウトカム	

パス終了後（3日後）まで
に達成できなかったアウ
トカムに対して看護計画

を立案	

より具体的な計画の立案
につながる	

「清潔」「排便回数」などの共通し
た項目と、必要なカルテ業務を
看護オーダーとして入力	



看護パスについて	

「胆道系」「胃腸系」「化学療法」の
3種類の看護パスを作成	



看護パスについて	

•  入院時のカルテ業務	

– データベース	

– 看護オーダー　	

– 看護計画立案	

– リスク評価	

– DPC入力	

– 看護必要度	

個別に必要な観察項目のみ入力	

入院時の立案は必要なし（褥瘡・転倒転落以外）	

入院時のカルテ業務の短縮と
患者に合わせた具体的な看護
計画の立案につながる	



看護パス（患者説明用）	

入院時に指示された安静
や食事などを紙面で説明す
ることで理解と適応を促す	




